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就
任
ご
あ
い
さ
つ

青
木
村
長
　 

北
村
　
政
夫

　

こ
の
度
の
村
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、

多
く
の
村
民
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を
い
た

だ
き
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。５
月
７
日
を
も
っ
て
村
長
に
就

任
し
、全
村
民
の
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
と
、与
え
ら
れ
た
責
任
の
重
さ
に
改

め
て
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
い
っ
ぱ
い

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、今
の
日
本
で
は
様
々
な
グ
ロ
ー

バ
ル
な
社
会
現
象
が
、一
口
で
は
語
り
尽

く
せ
な
い
多
様
性
の
中
で
蠢う

ご
め

い
て
お
り
ま

す
。一
例
を
申
し
上
げ
れ
ば
、企
業
の
海
外

流
出
に
伴
う
産
業
の
空
洞
化
、隣
国
か
ら

の
軍
事
的
な
脅
威
、1
0
0
0
兆
円
を
超

す
国
と
地
方
自
治
体
の
借
金
な
ど
の
財
政

問
題
、超
少
子
化・高
齢
化
社
会
へ
向
け
て

の
対
策
、そ
し
て
世
代
間
に
よ
る
価
値
観

を
図
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。５
年・

10
年
後
、そ
し
て
更
に
そ
の
先
の
未
来
を

見
据
え
た
時
、し
っ
か
り
し
た
中・長
期
的

な
展
望
の
中
で
発
展
軸
の
レ
ー
ル
を
敷
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。構
造

的
に
少
子
化・
高
齢
化
の
進
む
中
で
は
あ

り
ま
す
が
、青
木
村
に
は
自
然
環
境
や
文

化・歴
史
、そ
し
て
人
材
な
ど
様
々
な
豊
か

な
資
源
が
あ
り
、こ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に

活
か
し
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
り

ま
す
。

　

村
政
に
近
道
や
特
効
薬
は
あ
り
ま
せ

ん
。村
の
課
題
を
専
門
知
識
に
よ
っ
て
分

析
し
、コ
ス
ト
を
含
め
た
解
決
策
を
検
討

し
、プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
政
策
を
実

現
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。必

要
な
こ
と
は
、当
た
り
前
の
政
治
を
、当

た
り
前
の
行
政
を
、愚
直
に
行
う
こ
と
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。全
国
1
7
1
8
の
市

町
村（
内
、村
の
数
は
183
）は
、ど
こ
で
も
ほ

と
ん
ど
同
じ
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

頭
ひ
と
つ
抜
け
出
す
に
は
、そ
れ
な
り
の

努
力
が
必
要
で
す
。「
努
力
は
人
を
裏
切
ら

な
い
」と
い
う
諺
が
あ
り
ま
す
が
、私
は

1
7
1
8
人
の
首
長
の
中
で
誰
に
も
負
け

の
相
違
と
多
様
性
、等
々
地
方
自
治
を
取

り
巻
く
課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
村
内
に
目
を
向
け
ま
す
と
、地
方

創
生
青
木
村
版
総
合
戦
略
及
び
５
か
年
計

画
に
あ
た
っ
て
実
施
し
た
村
民
ア
ン
ケ
ー

ト
で
最
も
優
先
し
て
ほ
し
い
政
策
は
、少

子
化
対
策・
高
齢
者
対
策
な
ど
に
起
因
す

る
医
療・福
祉
及
び
子
育
て・教
育
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。そ
こ
で
私
は
、村
政
を
進
め

て
い
く
上
で
二
点
の
基
本
的
な
考
え
方
の

も
と
、運
営
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

ま
ず
一
点
目
は
、村
の
財
源
を
増
や
す

基
盤
を
つ
く
る
こ
と
が
極
め
て
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。村
が
村

税
な
ど
の
自
主
財
源
で
行
政
経
費
を
ど
れ

だ
け
賄
え
る
の
か
を
示
す
財
政
力
は
0・

22
と
、県
下
市
町
村
平
均
の
0・39
を
大
き

く
下
回
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
ま

す
。私
が
選
挙
中
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た

村
づ
く
り
の
基
本
方
針
は
、人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
、雇
用
の
場
を
確
保
し
、観

光
振
興
や
村
の
特
産
品
の
創
出
に
よ
り
財

源
を
豊
か
に
し
、そ
れ
を
も
ち
ま
し
て
医

療・
福
祉
、そ
し
て
子
育
て・
教
育
の
拡
充

な
い
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

二
点
目
は
、村
政
の
課
題
解
決
に
向
け

て
の
果
敢
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
日
本
一
住

み
た
い
村
づ
く
り
計
画
～
第
５
次
青
木
村

長
期
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画（
平
成
29

年
度
～
平
成
33
年
度
）の
推
進
、そ
し
て
村

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
要
望
が
強
い
次
の
４

つ
の
重
点
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

①
道
の
駅
あ
お
き
高
機
能
拠
点
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

②
国
道
1
4
3
号
青
木
峠
新
ト
ン
ネ
ル
整

備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

③
あ
お
き
っ
子 

小・中
学
校
全
学
年
２
ク

ラ
ス
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

④
健
康
寿
命
延
伸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
き
ま
し
て
は
、特
段
に
力
を
入
れ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

道
の
駅
あ
お
き
高
機
能
拠
点
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
ま
し
て
は
、農
産
物
直

売
所
新
店
舗
が
４
月
28
日
に
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
し
て
以
来
大
変
な
賑
わ
い
を

見
せ
て
お
り
、10
日
間
の
売
上
実
績
が
約

1
5
2
0
万
円
と
、昨
年
度
の
年
間
売
上

の
一
割
に
達
す
る
勢
い
で
あ
り
ま
し
た
。
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四
月
に
改
選
期
を
迎
え
た
村
長

選
に
お
い
て
、
二
期
目
の
当
選
を

果
し
た
北
村
政
夫
村
長
が
五
月
八

日
㈪
、
大
勢
の
住
民
の
皆
さ
ん
が

出
迎
え
る
な
か
初
登
庁
し
ま
し
た
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え

る
た
め
、
現
状
に
甘
ん
じ
る
こ
と

な
く
、
新
し
い
こ
と
へ
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
し
て
い
き
た
い
と
の
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
そ
れ
と
同
時
に
、駐
車
場
や
農
産

物
等
の
品
揃
え
が
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
追

い
つ
か
な
い
な
ど
の
課
題
も
見
え
て
き
ま

し
た
。こ
の
景
気
を
持
続
さ
せ
る
た
め
に

必
要
な
更
な
る
工
夫・
努
力
を
関
係
者
の

皆
さ
ん
と
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
し
い
仕
事
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
問
題

も
発
生
し
、失
敗
も
あ
り
ま
す
。上
手
く
い

か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。時
間
の
か
か

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。し
か
し
私
は
、村
民

の
皆
さ
ん
の
期
待
に
応
え
て
、現
状
に
甘

ん
じ
る
こ
と
な
く
、志
を
強
く
持
ち
、新
し

い
こ
と
へ
の
挑
戦
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

サ
ン
ト
リ
ー
の
創
業
者
、鳥
井
信
次
郎

氏
の「
や
っ
て
み
な
は
れ
、や
ら
な
わ
か
ら

し
ま
へ
ん
で
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

「
結
果
を
恐
れ
て
や
ら
な
い
事
を
悪
と
し

て
、な
さ
ざ
る
事
を
罪
と
す
る
」、こ
の
精

神
で
私
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ま
い
り
ま

す
。そ
し
て
、村
民
の
皆
さ
ん
に
は
勇
気
と

真
心
を
持
っ
て
真
実
を
語
る
、開
か
れ
た

村
政
を
実
現
さ
せ
ま
す
。

　
村
民
の
皆
さ
ん
の
悩
み
は
村
長
の
悩
み
、

村
民
の
皆
さ
ん
の
喜
び
は
村
長
の
喜
び
と

い
う
政
治
姿
勢
で
、未
来
の
青
木
村
の
た
め

に
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り

ま
す
の
で
、ど
う
か
ご
支
援・ご
協
力
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
29
年
5
月

北
村
政
夫
村
長
初
登
庁

改
選
後
初
の
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

改
選
後
初
め
て
に
な
る
平
成

二
十
九
年
第
二
回
臨
時
議
会
が
五

月
八
日
㈪
に
招
集
さ
れ
、
議
長
・

副
議
長
・
各
常
任
委
員
会
委
員
・

一
部
事
務
組
合
議
員
の
選
任
等
の

た
め
に
招
集
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

決
定
さ
れ
た
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

議
　
長	

沓
掛
　
計
三

副
議
長	

宮
下
　
壽
章

  

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長	

小
林
　
和
雄

副
委
員
長	

宮
下
　
壽
章

委
　
員	

坂
井
　
　
弘

　
〃　

	

松
澤
　
正
登

　
〃　

	

堀
内
　
富
治

 

総
務
・
建
設
・
産
業
委
員
会

委
員
長	

堀
内
　
富
治

副
委
員
長	

小
林
　
和
雄

委
　
員	

宮
入
　
隆
通

　
〃　

	

宮
下
　
壽
章

　
〃　

	

山
本
　
　
悟

  

社
会
・
文
教
委
員
会

委
員
長	

居
鶴
　
貞
美

副
委
員
長	

金
井
と
も
子

委
　
員	

坂
井
　
　
弘

　
〃　

	

松
澤
　
正
登

　
〃　

	

沓
掛
　
計
三

  

青
木
村
及
び

　
　
　
上
田
市
共
有
財
産
組
合

	

宮
入
　
隆
通

	

金
井
と
も
子

	

居
鶴
　
貞
美

	

山
本
　
　
悟

  

上
田
地
域
広
域
連
合

	

沓
掛
　
計
三

	

宮
下
　
壽
章

監
査
委
員
（
議
会
選
出
）

	

小
林
　
和
雄
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道
の
駅
あ
お
き
農
産
物
直
売

所
は
、
四
月
二
十
八
日
㈮
の
グ
ラ

ン
ド
オ
ー
プ
ン
以
来
、
お
か
げ

さ
ま
で
大
勢
の
お
客
さ
ま
に
お

越
し
い
た
だ
き
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
に
は
、
来
客
数
約
四
万

人
の
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
初
日

の
二
十
九
日
㈯
に
は
、
先
着
二
百

名
に
山
菜
の
天
ぷ
ら
が
ふ
る
ま

わ
れ
、
つ
め
か
け
た
大
勢
の
お
客

さ
ま
は
、
青
木
村
の
春
の
味
覚
を

堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
期
間
中
は
、
義
民
太
鼓
や
金

管
バ
ン
ド
の
演
奏
会
も
開
催
さ
れ
、

会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

今
後
、道
の
駅
あ
お
き
は
、新
し

い
食
堂
と
加
工
施
設
が
十
月
、情
報

休
憩
施
設
と
市
庭（
い
ち
ば
）が
来

年
三
月
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。ど

う
ぞ
、ご
期
待
く
だ
さ
い
‼

道の駅あおき農産物直売所

ゴールデンウィーク大盛況‼

義民太鼓演奏会

ふるまわれた天ぷら

オープン前から長蛇の列

混み合う店内の様子

平成 29年 6月号4



ふるさと公園あおきで植花祭が
行われました

　昨年度に引き続き、4月29日㈯にふるさと公園あおきで、“みんなの花壇プロジェクト”が行われました。この事業は、
ふるさと公園あおき内の花壇の植花から管理までを住民の皆さまにお願いし、現在多くの団体の皆さまにご参加いた
だいています。
　当日は、道の駅あおき農産物直売所のグランドオープンと重なり、会場には160名あまりの大勢の皆さまにご参加
いただき、花いっぱいの公園にデザインしました。
　また、新しく造成された駐車場には小学生たちがツツジの植樹を行い、緑化運動にも取り組みました。

＊この事業は「長野県地域発元気づくり支援金」を活用しております。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の

直
売
所
は
、ワ
ラ
ビ
や
タ
ケ
ノ

コ
、緑
や
紫
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、

セ
リ
、レ
タ
ス
や
ヤ
ナ
ギ
マ
ツ

タ
ケ
、卵
や
切
花
、加
工
品
や
民

芸
品
な
ど
多
く
の
村
内
産
物
で

埋
め
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

道
の
駅
あ
お
き
運
営
組
合
の

団
結
力
と
底
力
に
改
め
て
感
激

し
ま
し
た
。皆
様
の
協
力
に
よ

り
連
日
大
盛
況
で
し
た
。

　

四
月
二
十
八
日
㈮

か
ら
三
日
間
限
定
で
、

オ
ー
プ
ン
記
念
と
し
て

『
鶴
亀 

純
米
酒 

特
別

セ
ッ
ト
』を
内
藤
酒
店

の
協
力
で
販
売
し
ま
し

た
。

　

健
康
寿
命
延
伸
を
活

性
化
策
の
一
つ
に
据
え

る
青
木
村
が
、長
寿
・
祝

事
の
象
徴
を
商
品
名
に
冠
す
る「
鶴
齢（
青
木
酒
造
㈱
・
南
魚

沼
市
）」と「
亀
齢（
岡
崎
酒
造
㈱
・
上
田
市
）」の
縁
を
取
り
持

ち
、実
現
し
た
企
画
品
50
セ
ッ
ト
は
、好
評
の
う
ち
に
完
売
し

ま
し
た
。

　

二
十
八
日
㈮
は
、東

京
農
大
生
等
三
名
が

農
大
で
商
品
開
発
し

た
カ
ム
カ
ム
ド
リ
ン

ク
な
ど
数
々
の
珍
し

い
商
品
を
特
設
コ
ー

ナ
ー
で
紹
介
・
販
売

し
、グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。

出
荷
者
の

底
力
に
感
謝
!!

彩
り
を
添
え
た

　「
鶴
亀 

純
米
酒 

特
別
セ
ッ
ト
」

東
京
農
大
生
が

　
　
　
こ
だ
わ
り
商
品
を
P
R
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信州青木村 Vol.26

6月と言えば梅雨の時期ですね。ジメジメして嫌な印象がありますが
青木周辺では梅雨でもそれほど雨が降らない印象があります。

地域おこし隊通信
梅雨の時期今月の

おこしごと

　昨年の田んぼはブロックローテーションで休耕の為、今
年は違う地区に田んぼを借りています。周辺の田んぼでは
どんどん田植えが終わって行きますが、ウチの稲はまだ田
植え出来るほどの大きさに達していません。あせらずに
せっせとローラー（塗装用ローラーに竹をくっつけたもの）
をかけて丈夫な稲になってもらいましょう。
　昨年の田んぼは上流にあったため水にはそれほど困らな
かったのです。今年借りている田んぼは下流にあるので上
流で代かきが始まると水が全く来なくなってしまう事もあ
ります。わが家は田植えが遅いので問題ないと思っていた
のですが、田んぼに苗代を作っているので水不足に苦労し
ています。たくさん引けるときに貯めておかないといけな
いようです。さて、田植えはいつ始められるでしょうか。

　5月といえばこいのぼりやゴールデンウィークなど
いろいろと連想しますが植木の花を楽しむのに良い時
期でもあります。コブシやモクレンなども素敵ですし色
とりどりのサツキやツツジも綺麗です。
　造園仕事をしていると「サツキが大きくなり過ぎてし
まって困っている。強く刈込みたいが翌春に花も楽しみ
たい」という声をよく聞きします。サツキやツツジは樹
勢が強いため刈込を行わないと年々大きくなっていき
ます。しかし秋時期に深く刈込んでしまうと翌春に花が
付かなくなってしまいます。花が咲かないサツキやツツ
ジなんてお刺身をお醤油なしで食べるようなものです。
　サツキやツツジの刈込を行うには今が一番良い時期
です。この時期に葉を少し残してかなり強く刈込と大き
さも抑えられて翌春に花も楽しむことが出来ます。また
開花後すぐに刈込むことによって実を作らせないこと
により植木への負担を減らせることにもなるのでおす
すめします。是非思い切っていつもより深く刈込んでみ
てください。

小林さんが考える地域おこし協力隊
　村民の皆さまが地域おこしをすることに協力するこ
とだと考えており、村民の皆さまの声を参考に日々の
活動内容を決めています。
小林さんが思う青木村の良い所
・初めて会った人でもすぐに受け入れてくれるところ。
・気軽に声をかけてくれるところ。
・山が近く、自然が豊富なところ。
小林さんの今後の目標
　一人でも二人でも青木村に来てもらえるようにした
いと考えています。　

小林さんが描いた
青木村紹介パンフレット

隊員の小林さん

●田植えはまだかいな

●サツキは今が刈込の時期

そもそも地域おこし協力隊とは？
小林さんに聞いてみました！

　　　　Ｑ＆Ａ （枠の都合で一部のみ掲載）
Ｑ：地域おこし協力隊に入る前は何をしていたのですか？
Ａ：アニメーションの背景を描いていました。
Ｑ：青木村に来てぜひ行ってほしい場所はどこですか？
Ａ：国宝大宝寺三重塔です。

この記事は、職業体験で役場に来てくれた青木中学校の小林寛幸さん、
宮澤彩乃さん、山本楓菜さんが書いてくれました。

平成 29年 6月号6



村の財政状況
　平成28年度青木村一般会計予算は､ 25億7,440万円の当初予算の後、平成29年3月議会までに5回の補正
を行い、本年度予算は平成27年度からの繰越明許費分を含み32億5,261万2千円となっています。
　平成28年度下半期の予算額に対する、収入と支出の状況は下記のとおりです。
　なお、公表した数値は、平成29年3月議会議決のものであり、決算数値ではありませんので、ご了承ねが
います。

一般会計予算の状況 特別会計予算の状況

財産等の状況

歳入

歳出
村債の現在高

基金の状況（一般会計）

区分 予算額 収入済額 収入率
村 税 3億  5,575万9千円 4億9,610万4千円 111.3%

地 方 譲 与 税 　　3,000万 円 2,947万1千円 98.2%

利 子 割 交 付 金 74万 円 43万5千円 58.8%

配 当 割 交 付 金 　　 120万 円 134万2千円 111.8%

株式等譲渡所得割交付金 120万 円 77万7千円 64.8%

地 方 消 費 税 交 付 金 　　7,500万 円 7,117万6千円 94.9%

自動車取得税交付金 400万 円 525万5千円 131.4%

地 方 特 例 交 付 金 140万 円 136万 円 97.1%

地 方 交 付 税 11億 8,600万 円 15億 2,561万 円 128.6%

交通安全対策特別交付金       50万 円 53万7千円 107.4%

分 担 金 及 び 負 担 金 2,075万4千円 　2,303万8千円 111.0%

使 用 料 及 び 手 数 料 8,079万7千円 8,210万6千円 101.6%

国 庫 支 出 金 4億2,995万8千円 3億 8,592万7千円 89.8%

県 支 出 金 1億7,264万9千円 1億5,273万 円 88.5%

財 産 収 入 646万2千円 673万3千円 104.2%

寄 附 金 2,840万2千円 　　3,033万5千円 106.8%

繰 入 金 1億  5,755万 円 円 0.0%

繰 越 金 3億 2,139万2千円 3億 5,029万2千円 109.0%

諸 収 入   5,954万9千円  6,697万 円 112.5%

村 債 3億       1,930万 円 2億       4,000万 円 75.2%

計 32億 5,261万2千円 33億 7,020万3千円 103.6%

会計名 予算額 収入済額 収入率
支出済額 執行率

国 民 健 康 保 険 6億4,428万6千円
6億 176万9千円 93.4%

5億8,901万 円 91.4%

簡 易 水 道 1億3,547万6千円
1億3,619万5千円 100.5%

1億3,108万6千円 96.8%

簡 易 水 道 建 設 2億8,019万7千円
2億3,701万4千円 84.6%

2億7,977万2千円 99.8%

別 荘 事 業 1,835万3千円
1,992万7千円 108.6%

1,553万3千円 84.6%

特 定 環 境 保 全
公共下水道事業 2億8,650万4千円

2億8,759万7千円 100.4%

2億7,872万3千円 97.3%

介 護 保 険 5億8,110万5千円
5億8,158万2千円 100.1%

5億6,236万2千円 96.8%

後期高齢者医療 5,302万1千円
5,333万6千円 100.6%

3,965万7千円 74.8%

区　分 現在高
一般会計 19億6,425万4千円

（特別会計）
簡易水道 11億8,355万1千円

特定環境保全公共下水道事業 18億7,299万　 円
計 50億2,079万7千円

区　分 現在高
財政調整基金 10億1,388万8千円

減債基金 2,498万8千円

その他 7億3,350万6千円

計 17億7,238万2千円

区分 予算額 支出済額 執行率
議 会 費   3,746万2千円 3,677万1千円 98.2%

総 務 費 6億3,845万3千円 5億 8,168万3千円 91.1%

民 生 費 6億9,708万8千円 6億 7,682万5千円 97.1%

衛 生 費 1億7,239万 円 1億 5,928万3千円 92.4%

農 林 水 産 業 費 6億8,915万8千円 5億 1,746万3千円 75.1%

商 工 費 8,569万5千円  8,341万4千円 97.3%

土 木 費 3億5,644万 円 3億 4,942万7千円 98.0%

消 防 費 1億2,420万 円 1億  2,270万9千円 98.8%

教 育 費 2億 3,176万1千円 2億 1,780万1千円 94.0%

災 害 復 旧 費 2万8千円  円 0.0%

公 債 費 2億 1,723万7千円 2億 1,532万3千円 99.1%

予 備 費 270万 円 28万9千円 0.0%

計 32億 5,261万2千円 29億 6,099万2千円 91.0%

※交付税措置があります。

平成28年度下半期
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相
談
日
　
六
月
　
十
三
日
㈫

　
　
　
　
　
　
二
十
七
日
㈫

時
間
　
午
後
一
時
半
～
四
時
半

場
所
　
青
木
村
保
健
セ
ン
タ
ー

　
予
約
制（
各
回
一
人
～
二
人
）

で
行
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方

は
相
談
日
の
前
日
ま
で
に
、
住

民
福
祉
課
保
健
師
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

情
　
四
九
―
三
一
三
二

☎
　
四
九
―
〇
一
一
一

　
概
ね
六
十
歳
～
七
十
九
歳
の

方
を
対
象
に
「
認
知
症
予
防
」

「
転
倒
予
防
」
を
目
的
と
し
た

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

●
第
三
回
　
六
月
二
十
日
㈫

●
第
四
回　
七
月
　
四
日
㈫

時
間
　
午
後
一
時
半
～
三
時
半

場
所
　
文
化
会
館
　
講
堂

持
ち
物
　
水
分
補
給
の
た
め
の

　
　
　
　
飲
み
物

　
送
迎
を
希
望
さ
れ
る
方
は
前

日
ま
で
に
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

情
　
四
九
―
一
一
一
〇

☎
　
四
九
―
〇
一
一
一

　
０
歳
～
未
就
園
の
子
ど
も
さ

ん
の
身
長
・
体
重
測
定
や
育
児

相
談
等
に
保
健
師
が
応
じ
る
母

子
相
談
を
行
い
ま
す
。
あ
わ
せ

て
、栄
養
士
に
よ
る
離
乳
食（
幼

児
食
）
の
相
談
も
あ
り
ま
す
の

で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

相
談
日
　
六
月
二
十
一
日
㈬

時
　
間
　
午
前
九
時
～
十
二
時

（
離
乳
食
相
談
は
九
時
半
～

十
一
時
半
ま
で
）

場
所
　
青
木
村
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
　
母
子
手
帳

問
　
住
民
福
祉
課
保
健
師

情
　
四
九
―
三
一
三
二

☎
　
四
九
―
〇
一
一
一

　
「
男
性
の
料
理
教
室
」の
第
三

回
目
を
開
催
し
ま
す
。家
で
も

作
れ
る
内
容
で
、料
理
の
レ
パ
ー

ト
リ
ー
が
広
が
り
ま
す
。男
性

の
方
で
料
理
に
興
味
の
あ
る
方
、

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
第
三
回

日
時
　
六
月
二
十
日
㈫

　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
一
時

♪
♪

♪
♪

村からのお知らせです　　〜各課からの連絡をお知らせいたします〜

　
①
の
対
象
者
に
は
個
人
通
知

で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
接
種

に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
や
、

②
の
該
当
者
で
接
種
を
希
望
さ

れ
る
方
は
住
民
福
祉
課
保
健
師

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

情
　
四
九
―
三
一
三
二

☎
　
四
九
―
〇
一
一
一

　
六
月
十
三
日
㈫
午
後
一
時
～
三

時
ま
で
、
高
齢
者
生
活
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
「
介
護
者
の
つ
ど
い
」

を
行
い
ま
す
。
今
月
は
オ
フ
ィ
ス

音
多
歌
樂
箱
（
お
た
か
ら
ば
こ
）

の
か
た
や
ま
さ
ち
こ
さ
ん
を
お
迎

え
し
、「
う
た
ご
え
広
場
」
を
開

催
し
ま
す
。
楽
し
く
歌
い
、
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

　

ご
家
族
を
介
護
さ
れ
て
い
る

方
で
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
、

送
迎
を
希
望
さ
れ
る
方
は
前
日

ま
で
に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

情
　
四
九
―
一
一
一
〇

☎
　
四
九
―
〇
一
一
一

　
心
の
悩
み
に
保
健
師
・
精
神

保
健
福
祉
士
が
応
じ
る
「
心
の

健
康
相
談
」
を
行
い
ま
す
。

情
　
四
九
―
三
一
三
二

☎
　
四
九
―
〇
一
一
一

　
村
で
は
、
高
齢
者
肺
炎
球
菌

の
予
防
接
種
を
さ
れ
る
方
へ
、

接
種
料
金
の
助
成
を
平
成
三
十

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
実
施
し

て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
（
青
木
村
民
）

①
今
年
度
六
十
五
歳
、七
十
歳
、

七
十
五
歳
、八
十
歳
、八
十
五

歳
、九
十
歳
、九
十
五
歳
、百

歳
に
な
る
方
で
接
種
を
希
望

さ
れ
る
方
。

②
接
種
時
の
年
齢
が
六
十
歳

以
上
六
十
五
歳
未
満
の
方
で
、

心
臓
・
腎
臓
・
若
し
く
は
呼

吸
器
の
機
能
・
又
は
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
免
疫

の
機
能
に
障
害
が
あ
る
事
で
、

一
級
の
身
体
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の
方
、
若
し
く
は
診

断
書
等
に
よ
り
同
程
度
の
障

害
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方

で
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
。

実
施
方
法

　
指
定
協
力
医
療
機
関
で
個
別

接
種
。

接
種
料
金
　
自
己
負
担
二
千
円

場
所
　
青
木
村
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
栄
養
指
導
実
習
室

参
加
費
　
五
百
円

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
、

　
　
　
　
タ
オ
ル

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
六

月
十
六
日
㈮
ま
で
に
、
住
民
福

祉
課
保
健
師
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

情
　
四
九
―
三
一
三
二

☎
　
四
九
―
〇
一
一
一

　
未
就
園
の
お
子
さ
ん
と
お
母

さ
ん
を
対
象
と
し
た
「
わ
く
わ

く
広
場
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
月
は
公
園
で
外
遊
び
を
し

ま
す
。
楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
六
月
二
十
九
日
㈭

　
　
　
午
前
十
時
～
十
一
時
半

　
当
日
は
九
時
四
十
五
分
ま
で

に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所
　
ふ
る
さ
と
公
園（
雨
天
の

場
合
は
青
木
村
保
健
セ
ン
タ
ー
）

持
ち
物
　
お
子
さ
ん
用
の
飲
み

物
（
麦
茶
等
）
と
帽
子
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は

二
十
二
日
㈭
ま
で
に
、
住
民
福

祉
課
保
健
師
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

住
民
福
祉
課

心
の
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

介
護
者
の
つ
ど
い
の
お
知
ら
せ

男
性
の
料
理
教
室
の
お
知
ら
せ

わ
く
わ
く
広
場
の
お
知
ら
せ

母
子
相
談・離
乳
食
相
談
の

お
知
ら
せ

脳
と
体
の
ス
ト
レ
ッ
チ

教
室
の
お
知
ら
せ

高
齢
者
肺
炎
球
菌

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ
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概
ね
六
十
五
歳
以
上
の
方

を
対
象
に
、「
硬
い
物
が
食
べ

に
く
い
」「
お
茶
や
汁
物
で
む

せ
や
す
い
」「
口
が
渇
く
」
等
、

気
に
な
る
歯
（
義
歯
）
や
お
口

の
悩
み
の
解
決
に
向
け
て
歯
科

衛
生
士
が
お
口
の
健
康
相
談
に

応
じ
ま
す
。

相
談
日
　
六
月
二
十
七
日
㈫

（
九
月・十
二
月・三
月

に
も
開
催
し
ま
す
。）

場
所
　
青
木
村
保
健
セ
ン
タ
ー

　
予
約
制（
午
前・午
後
）で
行
い

ま
す
。お
問
い
合
わ
せ・
お
申
し

込
み
は
、相
談
日
の
一
週
間
ま
で

に
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

情
　
四
九
―
一
一
一
〇

☎
　
四
九
―
〇
一
一
一

6月は現況届提出の月です
提出期限・・・6月30日㈮
　児童手当を受けている方は、毎年6月に「現況
届」を提出しなければなりません。これは、毎年6
月1日における状況を届け、児童手当を引き続き
受ける要件があるかどうかを確認するためのも
のです。
現況届の提出がないと、6月分以降の手当が
差し止めになりますので、ご注意ください。
　現在、児童手当を受給されている方には6月上
旬に個別に現況届の用紙を郵送しますので、現
況届に記入・押印して（添付書類がある方は現況
届と一緒に）郵送するか、お持ちになり役場受付
にて手続きをしてください。

【お問い合わせ先】   住民福祉課住民福祉係
　　　　　　   ☎49-0111　情  49-3132

　市民後見人とは、認知症や知的障害、精神障害などにより、判断能
力が不十分な方の生活を身近な立場で支援する、社会貢献活動の担
い手です。その市民後見人養成講座を開催するにあたり、成年後見制
度や講座の趣旨・内容などを説明するオリエンテーションを下記の
日程で行います。

【オリエンテーション】
開催日時／６月30日㈮　午後１時30分から３時まで
会　　場／長野大学９号館リブロホール（上田市下之郷）
参 加 費／無料　　　　定　員／300名
対 象 者／上田市・東御市・長和町・青木村に在住の方
申込期限／６月23日㈮
＊「市民後見人養成講座」の受講には、オリエンテーション参加が必

須条件です。
【市民後見人養成講座】
　８月19日㈯・８月21日㈪・８月28日㈪・９月４日㈪・９月11日㈪・
　９月25日㈪の全６日の日程で開催されます。

【お問い合わせ先】
上田市社会福祉協議会
上小圏域成年後見支援センター　☎ 27-2091・ Fax 27-2500

　
特
定
健
診
・
い
き
い
き
健
診

の
結
果
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

各
地
区
の
公
民
館
を
巡
回
し
て
、

保
健
師
と
栄
養
士
が
個
別
相
談

に
応
じ
ま
す
。
時
間
や
会
場
に

つ
き
ま
し
て
は
、
健
診
の
際
に

配
布
し
た
『
健
診
結
果
説
明
会

の
お
知
ら
せ
』
を
ご
覧
く
だ
さ

♪
♪

♪
♪

村からのお知らせです　　〜各課からの連絡をお知らせいたします〜

脳
力
ア
ッ
プ
教
室
の
お
知
ら
せ

お
口
の
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

特
定
健
診・い
き
い
き
健
診

結
果
説
明
会
の
お
知
ら
せ

児童手当を受けている方へ

第59回「水道週間」が
実施されます

期間　６月１日㈭から６月７日㈬までの
　　　　　　　　　　　　 １週間です。
今年のスローガンは、

「あたりまえ　そんなみずこそ　たからもの」
です。

私たちの生活に欠かすことのできない重要な
役割を果たしている水道水です。当村では、災
害や渇水のない安全で安心のできる水道水を
供給できるように努力していきます。

青木村 燃やせるごみ排出量
平成29年4月分 平成28年4月分 前年対比

36,290 Kg 41,030 Kg 88.45%
４月分の燃やせるごみ排出量です。前年の排出量を大幅に下回ること
ができました!!環境保全やごみ処理に係る経費削減のため、引き続き皆
さんのご協力をお願い致します！

市民後見人養成講座
平成29年度受講者募集

い
。
お
問
い
合
わ
せ
は
住
民
福

祉
課
保
健
師
ま
で
。

日
時
　
六
月
二
十
七
日
㈫ 

午
後

　
六
月
三
十
　
日
㈮ 

午
前

情
　
四
九
―
三
一
三
二

☎
　
四
九
―
〇
一
一
一

　

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、

支
え
合
い
に
つ
い
て
学
ぶ
「
脳

力
ア
ッ
プ
教
室
」
を
年
四
回
の

コ
ー
ス
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

●
第
二
回

日
時
　
七
月
五
日
㈬

　
　
　
午
後
一
時
半
～
三
時
半

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
研
修
室

内
容
　
講
演
会

「
地
域
を
支
え
る
た
め
に
私
た

ち
が
し
て
き
た
こ
と
～
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
通
じ
て
～
」

講
師
　
下
諏
訪
町
キ
ャ
ラ
バ
ン

　
　
　
メ
イ
ト
の
皆
さ
ん

　
　
　
事
務
局

　
　
　
　
　
下
諏
訪
町

　
　
　
　
　
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
森
山
　
理
英
子
氏

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
前

日
ま
で
に
、地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

情
　
四
九
―
一
一
一
〇

☎
　
四
九
―
〇
一
一
一
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♪
♪

♪
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村からのお知らせです　　〜各課からの連絡をお知らせいたします〜

　

七
月
中
旬
か
ら
八
月
下
旬
に

か
け
て
の
村
営
プ
ー
ル
の
一
般

開
放
に
伴
う
ア
ル
バ
イ
ト
の
方

を
募
集
致
し
ま
す
。
募
集
要
項

に
つ
い
て
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

応
募
条
件
　
満
十
八
歳
以
上
の

　
　
　
　
　
健
康
な
方

業
務
内
容
　
プ
ー
ル
の
監
視
、

　
　
　
　
　
清
掃

募
集
人
数
　
六
名
程
度

　
な
お
、
待
遇
、
業
務
な
ど
の

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問  

教
育
委
員
会

情
・
☎
　
四
九
―
二
二
二
四

プ
ー
ル
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

総
務
企
画
課　土地に自立して設置する太陽光発電設備は、山林や農地に設置されるケースが多く、敷地面積が小さくて

も、立地によっては周辺の環境に影響を及ぼす恐れがあり、地元住民とのトラブルに至るケースもあります。
　村では、これらの課題に対応し、秩序ある開発行為を促すため、「青木村太陽光発電設備設置事業指導要綱」

（以下「指導要綱」という。）を施行しました。
　これにより、村内全域で実施される、土地に自立して設置する太陽光発電設備については、敷地面積や発電
出力の大小にかかわらず、指導要綱の基準に沿って計画していただくことになり、届出が必要な開発行為と
なります。
　なお、対象となるのは、平成29年８月１日以降に工事着手する開発行為ですが、設置の条件により、届出の
基準、技術基準等が異なりますので、太陽光発電設備の設置を計画されている方は、早めにご相談ください。
※建物の屋根に設置する太陽光発電設備は対象外です。

【お問い合わせ先】　総務企画課企画財政係　☎ 49-0111　FAX 49-3670

6月8日㈭

心配ごと・
行政相談

午後1時〜4時
場所 : 老人福祉センター

6月18日㈰
結婚相談

敷地面積、発電出力の大小を問わず、
 土地に自立して設置する太陽光発電設備は、
　 届け出が必要となりました

日
時
　
六
月
十
三
日
㈫

　
　
　
午
前
十
時
～
十
一
時
頃

　
　
　
ま
で

場
所
　
保
育
園
園
庭

（
雨
天
…
保
育
園
室
内
あ
そ
び
）

服
装
　
汚
れ
て
も
良
い
服
装
、

　
　
　
帽
子

持
ち
物
　
着
替
え
一
式
、
水
筒

（
水
・
麦
茶
）、
タ
オ
ル

※
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
保
育
室

内
も
自
由
に
ご
見
学
く
だ

さ
い
。

（
雨
天
…
親
子
共
に
上
履
き
）

内
容

「
保
育
園
の
お
友
だ
ち
と
一
緒

に
遊
び
ま
し
ょ
う
」

※
自
由
見
学
、
自
由
解
散
と
な

り
ま
す
の
で
園
庭
側
リ
ズ
ム

室
前
テ
ラ
ス
に
て
受
付
を
忘

れ
ず
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
対
象
者
は
、
在
園
児
の
保
護

者
及
び
未
就
園
児
と
そ
の
保
護

者
で
す
。「
保
育
園
っ
て
ど
ん

な
所
？
」
と
興
味
や
関
心
の
あ

る
方
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

問
　
保
育
園

情
・
☎
　
四
九
―
二
〇
六
三

　
最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
祭

で
行
っ
て
い
る
「
ワ
ン
バ
ウ
ン

ド
ふ
ら
ば
ー
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
東
御
市

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
交
流・体
験
を
目
的
と
し
た
会

で
す
の
で
ご
家
族
や
お
友
達
を

誘
って
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
!!

日
時
　
六
月
十
八
日
㈰

　
受
付
開
始
　
八
時
三
十
分

　
終
了
　
十
三
時
四
十
五
分

場
所
　
東
御
市
ふ
れ
あ
い
体
育
館

参
加
費
　
一
〇
〇
円

部
門
　
交
流
の
部
・
体
験
、
個

　
　
　
人
の
部

問
　
教
育
委
員
会

情
・
☎
　
四
九
―
二
二
二
四

東
御
市
生
涯
学
習
課
　

☎
　
六
四
―
五
八
八
五

Fax
　
六
四
―
五
六
一
〇

教
育
委
員
会

園
開
放
の
お
知
ら
せ

第
二
回
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド

ふ
ら
ば
ー
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
お
知
ら
せ

信州うえだ農協・郵便局

6月26日㈪
その他の金融機関

6月30日㈮

今月の納税口座振替日

残高の確認を、お願いします。
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村からのお知らせです　　〜各課からの連絡をお知らせいたします〜

〈六月〉 青木の空模様 「人間までもくさるツユ・・・」文責：岩渕 登喜夫

　年のうちでも一番快適な季節から炎暑の夏への変わり目に、
日本ではツユと呼ばれる雨季がある。ツユが明ける７月中旬こ
ろからは本格的な夏となり酷暑に明け暮れる。
　ツユはもともと中国地方の南部で梅の実がなる頃に降る雨
を「梅雨」と言い、東洋特有の現象であり「ツユに濡れると腹ま
で腐る」と昔の人は言った。近年は大気汚染規制が強化されて
いるものの、大気中には自動車の排気ガス・清掃工場から排出
される煤煙や中国からの汚染の影響で硫黄酸化物を含む酸化
性の雨（酸性雨）が降り、人間まで腐ると心配される。
　統計上の青木村のツユ入りの平年日は６月９日ツユ明けの
平年は７月18日で、約40日間がツユの季節である。
　ツユ入り、ツユ明けは年によって変動が大きく、早い年は５
月末からのツユの走りがそのまま本格的なツユになり、遅い年
は平年のツユ明け頃に雨が降り出す年もある。
　例年であれば５月中旬から下旬にかけて、中国から日本の南
沖に前線が現れて青木村でも曇天の日が多くなり「ツユの走
り」が現れる。

　この雨季の雨の降り方はさまざまであり、６月中旬から下旬
のはじめに「ツユの中休み」がある。この頃から太平洋高気圧
が強くなるにつれて湿った空気が湿舌となり、青木村にも侵入
してくる。
　ツユ末期は北東の風が収束する地域は周辺部より集中豪雨
となって大災害を起こすことがある。青木村でも役場より弘法
地域はこの北東の風が吹きつけると雨量が多くなる地形状況
である。
　毎年決まって、日本の何処かで規模の大きい災害が起こって
おり、大雨による地すべり・土砂崩れなどが発生しているので、
避難場所のチェックをお忘れなく。
　最近のツユ期間の雨の降り方は経験したことがない大きな
値が記録され、日常生活や社会経済活動に影響が現れ、経済被
害に発展することも考えられる。
　今年のツユ入りはやや早めでしょうか。
　百姓に泣けとばかりに梅雨早（石塚友二）

※おもな行事のみ掲載をしておりますので、詳しい内容・掲載されていない行事につ
いては、生涯学習カレンダーをご覧いただくかもしくは、各担当へご連絡ください。

今月のおもな行事予定
交通災害共済への加入は

お済ですか？
東北信市町村交通災害共済事務組合

1 木 お誕生相談
2歳児健診

3 土 希望保育

6 火 健康相談

7 水 筋力アップほきぼき教室③

8 木 心配ごと・行政相談
マンモグラフィ検診

9 金 マンモグラフィ検診

10 土 希望保育
小学生のためのおはなし会

11 日 第28回村民ゴルフ大会

13 火 保育園開放①（園庭）
介護者のつどい　　心の健康相談

14 水 さわやか体力づくり
歯つらつ講演会

15 木 赤ちゃんのためのおはなし会

17 土 希望保育　
年少保護者会作業

18 日 結婚相談
村消防ポンプ操法・ラッパ吹奏大会

20 火 脳と体のストレッチ教室③
男性の料理教室

21 水 母子相談・離乳食相談

22 木 ワンコイン講座（陶芸③）

24 土 希望保育
幼児のためのおはなし会

27 火 お口の健康相談①　　健診結果説明会（午後）
心の健康相談

28 水 さわやか体力づくり
乳児健診

29 木 ワンコイン講座（陶芸④）
わくわく広場

30 金 健診結果説明会（午前）
図書館休館

　加入は随時受付けていますので、万が一の事故
に備えてぜひご加入ください。

【掛　　金】15歳以上400円　中学生以下200円
【共済期間】 平成29年４月１日～

平成30年３月31日　
※年度途中加入の方は、加入日(掛金納入
　日)の翌日からとなります。

【加入方法】２月に郵送しました会員台帳（ハガキタイ
プ）に必要事項をご記入し、信州うえだ農
業協同組合青木支所の窓口、または役場
会計室で現金で納入してください。

※７月１日からは掛金が減額となり農協の窓口
では加入できません。役場会計室までお越し
ください。

　転入されて加入を希望される方や加入台帳を紛失
された方には、役場で加入台帳を作成しますのでお問
い合わせください。
　なお、青木村保育園の園児は保育園で加入しますの
で、保育園までお問い合わせください。

【お問い合わせ先】　総務企画課　☎・ 情  49-0111
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「オオキンケイギク」は特定外来生物です。
「オオキンケイギク」を植えたり、栽培することは法律で禁止されています。
「オオキンケイギク」を処理する時は、根から抜き取り枯死させた後、燃えるごみとして処分しましょう。

　山桜満開の４月29日㈯、蝶の愛好家としても知られた鳩山邦夫さんを
追悼する企画展が始まりました。60人以上の方にご参加いただいたオー
プニング・レセプションには、ご子息の太郎さん、ご息女の華子さんにご
臨席いただき、太郎さんから「父が好きだった長野県でこのような追悼
展を開催していただき、青木村の皆様に心より感謝申し上げます。」とご
遺族代表のご挨拶をいただきました。
　会場には、鳩山さん自らが制作された各種チョウの標本、実際に使用
していた捕虫網・シャベルなどの道具のほか、全国から寄せられた哀悼
の色紙や写真なども展示しています。
　蝶を追いかける愛好の友たちが織り成す愉しい世界を覗きに、どうぞ
信州昆虫資料館へお出かけください。企画展は８月20日㈰まで開催して
います。

　
二
〇
一
七
年
版
カ
レ
ン
ダ
ー
作

成
で
は
、多
く
の
皆
様
に
ご
応
募
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。今
回
も
ニ
〇
一
八
年
度
版
青
木

村
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲

載
す
る
写
真【
風
景・
祭・
行
事・
特

産
品
な
ど
】を
広
く
募
集
い
た
し

ま
す
。

　
詳
し
い
応
募
方
法
は
役
場・農
産

物
直
売
所・文
化
会
館
等
に
置
い
て

あ
る
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
東
京
藝
大
、同
大
学
院
を
経
て
、ス
イ
ス
国
立
ジ
ュ

ネ
ー
ヴ
音
楽
院
を
修
了
。「
ラ
ヴ
ェ
ル
　
ピ
ア
ノ
シ
リ
ー

ズ
」は
各
方
面
か
ら
絶
賛
さ
れ
ま
し
た
。

　
プ
ロ
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
方
の
演
奏
を
文
化
会
館
で
間

近
で
聴
け
る
機
会
で
す
。し
か
も
ワ
ン
コ
イ
ン
で
♪

　
サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
と
の
共
催
企
画
で
す
。大
勢
の
皆

様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
　
　
時
　
六
月
八
日
㈭
　
十
八
時
三
十
分
開
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
九
時
開
演
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
九
時
四
十
五
分
終
演

会
　
　
場
　
文
化
会
館
二
階
講
堂

チ
ケ
ッ
ト
　
五
〇
〇
円（
税
込
）（
中
学
生
以
下
無
料
）

会
場
で
当
日
券
を
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

教
育
委
員
会
　
　
　
　

情
・☎ 

四
九
─
二
二
二
四

サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
　
　
　  

☎ 

二
七
─
二
〇
〇
〇

［お知らせ］
　青木村自然を守る会では、村内における特定外来植
物「オオキンケイギク」の駆除作業を計画しました。
◉駆除作業実施日
　日　　時　6月11日㈰　午前8時30分
　場　　所　青木村役場西側駐車場
　服　　装　作業ができる服装、手袋
　作業内容　村道沿いに繁殖している「オオキンケイ
　　　　　　ギク」の抜き取り駆除
　この駆除作業のボランティア活動にご協力いただ
ける多くの皆様のご参加をお願いします。

新
居 

由
佳
梨

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

ｉｎ
青
木
村

信州昆虫資料館からのお知らせ
追悼鳩山邦夫さん「舞姫たちよ、永遠に！」展
を開催しています。

(C) ミューズエンターテインメント

　

二
〇
一
七
年
版
カ
レ
ン

ダ
ー
作
成
で
は
、
多
く
の
皆

様
に
ご
応
募
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

回
も
ニ
〇
一
八
年
度
版
青
木

村
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー

に
掲
載
す
る
写
真
【
風
景
・

祭
・
行
事
・
特
産
品
な
ど
】

を
広
く
募
集
い
た
し
ま
す
。

　

詳
し
い
募
集
要
項
は
役

場
・
農
産
物
直
売
所
・
文
化

会
館
等
に
置
い
て
あ
る
募
集

要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
春
の
心
」

 

撮
影
者
：
西
戸
久
則

  （
２
０
１
５
年
４
月
撮
影
）

美
し
い
青
木
村
二
〇
一
八
年
度
版
カ
レ
ン
ダ
ー
用
作
品
を

募
集
し
て
い
ま
す

募集中!

「
成ま
さ
こ子
花
壇
に
魅
せ
ら
れ
て
」

 

撮
影
者
：
清
水
愛
子

  （
２
０
１
７
年
５
月
撮
影
）
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高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
四
月

二
十
九
日
㈯
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

会
員
二
百
三
十
名
が
集
ま
り
定
期
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
青
木
村
警
察
官
駐

在
所
の
小
田
達
博
所
長
の
「
改
正
道
路

交
通
法
」
の
お
話
と
フ
ッ
ト
ネ
ス
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
代
表
の
三
浦
弘
先
生

の「
の
ば
そ
う
健
康
寿
命
」の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。三
浦
先
生
の
ユ
ー

モ
ア
あ
ふ
れ
る
お
話
と
若
々
し
い
元
気
な
姿
に
会
場
中
が
す
ぐ
引
き

こ
ま
れ
ま
し
た
。
座
っ
て
聞
く
だ
け
の
講
演
と
は
違
い
、
笑
顔
で
手

を
使
い
、脳
を
使
い
講
師
と
会
場
が
一
体
と
な
り
ま
し
た
。「
楽
し
か
っ

た
」、「
た
め
に
な
っ
た
」
と
大
好
評
で
し
た
。

　

高
齢
者
ク
ラ
ブ
で
は
会
員
加
入
増
強
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

未
加
入
の
方
、
あ
な
た
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

五
月
十
四
日
㈰
か
ら
二
十
日
㈯
に
か
け
、
第

十
三
回
あ
お
き
っ
こ
合
宿
が
文
化
会
館
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
青
木
小
学
校
四
年
か
ら
六
年
の
希
望
者

五
十
六
名
と
、
信
州
大
学
教
育
学
部
生
二
十
六
名

の
計
八
十
二
名
の
共
同
生
活
と
な
り
ま
し
た
。

　
地
域
の
方
々
か
ら
食
事
作
り
、
も
ら
い
湯
な
ど

大
変
ご
協
力
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
全
員
が
無

事
に
一
週
間
の
合
宿
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
今
回
の
合
宿
で
は
「
み
っ
け
!!
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
テ
ー
マ
の
と
お
り

た
っ
た
一
週
間
と
い
う
短
い
期
間
で
し
た
が
、
友

達
の
良
い
と
こ
ろ
や
自
分
の
良
い
と
こ
ろ
、
村
の

良
い
と
こ
ろ
を
発
見
で
き
た
す
ば
ら
し
い
一
週
間

と
な
り
ま
し
た
。

高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会

第
十
三
回
あ
お
き
っ
こ
合
宿
開
催
!!

　

村
松
中
地
区（
中
原
晃
司
地
区
長
）は
五
月
三
日

㈬
、伝
統
の
八
十
八
夜
祭（
蚕
影
神
社
祭
礼
）を
執
行

し
ま
し
た
。例
年
同
様
、幟
を
立
て
蚕
影
神
社
の
清
掃

を
行
っ
た
後
、公
民
館
で
地
区
に
伝
わ
る
神
楽
を
奉

納
い
た
し
ま
し
た
。村
無
形
文
化
財
の「
村
松
中
地
区

神
楽
」は
、神
楽
保
存
会（
三
ツ
山
秀
俊
会
長
、十
七

名
）が
継
承
。慶
応
四
年
に「
大
神
楽
中
洞
中
が
組
織

さ
れ
た
」と
の
記
録
が
残
り
、「
丸
一
」の
紋
が
伝
わ
る

こ
と
か
ら「
江
戸
丸
一
神
楽
」の
流
れ
を
汲
む
も
の
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

同
保
存
会
で
は
、獅
子
の
胴
体
部
分
に
当
た
る
幌

を
巧
み
に
使
っ
て
舞
う「
幌
舞
」と
、幣
束
を
持
っ
て

舞
う「
御
幣
舞
」を
長
ら
く
継
承
。「
幌
舞
」は
神
様
へ

の
感
謝
と
慰
安
を
表
し
、「
御
幣
舞
」は
天
下
泰
平
を

願
い
悪
魔
祓
い
を
す
る
と
の
意
味
を
込
め
て
い
ま

す
。さ
ら
に
一
昨
年
、地
区
に
残
る
記
録
と
年
長
の

方
々
の
記
憶
を
も
と
に「
狂
獅
子
」を
四
十
年
ぶ
り

に
復
活
さ
せ
て
お
り
、以
来
、獅
子
の
滑
稽
な
し
ぐ

さ
で
場
を
沸
か
せ
る「
狂
獅
子
」を
含
め
、三
演
目
を

八
十
八
夜
祭
で
は
奉
納
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
今
年
は
、か
つ
て
蚕
影
神
社
の「
お
札
」に
使

用
し
て
い
た
版
木
が
神
楽
輿
の
中
か
ら
見
つ
か
り

ま
し
た
。版
木
に
は
、ご
神
体
と「
蚕
影
大
神
」「
小
縣

郡
」「
村
松
郷
」の
文
字
が
彫
ら
れ
て
お
り
、保
存
会
で

は
こ
の
ほ
ど
、こ
の
版
木
を
使
い「
お
札
」を
復
元
。

八
十
八
夜
祭
で
、地
区
住
民
に
披
露
し
ま
し
た
。こ
の

日
は
、地
区
住
民
を
中
心
に
、た
く
さ
ん
の
皆
様
が
神

楽
を
鑑
賞
、五
穀
豊
穣
と
暮
ら
し
の
安
全
を
祈
願
。御
来
場
の
北
村
政
夫
村
長

か
ら
は
、ね
ぎ
ら
い
と
祝
福
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。神
楽
奉
納
後
は
、

沓
掛
貞
人
さ
ん
に
よ
る
恒
例
の
講
演
が
行
わ
れ
、住
民
ら
は
歴
史
あ
る
地
元

地
区
へ
の
思
い
を
か
み
し
め
て
い
ま
し
た
。

（
本
文
引
用：信
州
民
報
）（
文
責：村
松
中
地
区
神
楽
保
存
会 

宮
澤
浩
司
）（
写
真
提
供：中
原
晃
司
）

伝
統
神
楽　
地
区
一
丸

ふるさと情報　フォトｄｅあおき
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「
声
の
サ
ー
ク
ル
あ
け
ぼ
の
」は
、
長
泉
町
の
広
報
紙

や
議
会
だ
よ
り
な
ど
を
朗
読
し
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に

録
音
し
て
町
内
の
視
覚
障
が
い
者
な
ど
に
届
け
る
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
ど
、
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
春
の
褒
章

（
緑
綬
褒
章
）を
受
章
し
、
５
月
17
日
㈬
に
町
へ
報
告
に

訪
れ
ま
し
た
。
今

年
で
結
成
35
年
を

迎
え
た
メ
ン
バ
ー

は「
長
年
取
り
組

ん
で
き
て
よ
か
っ

た
」「
視
覚
障
が
い

者
だ
け
で
な
く
、

視
力
の
低
下
に
悩

む
高
齢
者
の
方
に

も
利
用
し
て
も
ら

え
た
ら
」と
受
章

の
喜
び
を
話
し
ま

し
た
。

長泉町から長泉町から 姉　妹　都　市姉　妹　都　市

1

1
JR 東海道新幹線

JR 東海道本線
東名高速道路

浜松 IC
浜松

至 名古屋

静岡
清水

静岡 IC

富士 IC
沼津 IC

御殿場 IC

至 東京

熱海

伊東

沼津三島
富士

修善寺

下田

駿河湾
静 岡 県

裾野 IC
長泉町

　　長泉町役場・行政課
　　　☎055-989-5500
問

『
姉
妹
都
市
・
長
泉
町
を
ご
紹
介
』

声
の
サ
ー
ク
ル
あ
け
ぼ
の

春
の
褒
章
を
受
章

　

五
月
十
一
日
㈭
、東
京
の
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ

Ａ
Ｎ
Ｏ
で
、青
木
村
特
別
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
し
あ
わ
せ
信
州
朝
ク
ラ
ス
」と「『
職
人

館
』オ
ー
ナ
ー
北
沢
正
和
さ
ん
＆
野
菜
ソ

ム
リ
エ
Ｋ
Ａ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
さ
ん
の“
暮
ら
し
を

彩
る
山
里
の
健
康
ラ
ン
チ
”」で
は
、青
木

村
の
食
材
を
使
っ
た
地
元
な
ら
で
は
の
朝

食
や
ラ
ン
チ
と
と
も
に
、地
元
の
文
化・
伝

統
行
事・
観
光
な
ど
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
料
理
が
美
味
し
く
て
、

本
当
に
参
加
で
き
て
良
か
っ
た
」「
青
木
村
に
早
く
訪

れ
て
み
た
い
」な
ど
、多
く
の
嬉
し
い
お
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。　

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、御
食
事
処「
恵
」、青
木
村

や
っ
て
み
る
会
、株
式
会
社「
道
の
駅
あ
お
き
」に
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
と
し
て
、三
期
通
算
六
年

の
永
き
に
渡
り
、行
政
相
談
業
務
に
従
事
さ

れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、四
月
一
日
付
で
総

務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
、こ
の
ほ

ど
役
場
に
お
い
て
北
村
村
長
立
会
い
の
も

と
、長
野
行
政
評
価
事
務
所
長
か
ら
伝
達
式

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

沓
掛
氏
は
、住
民
に
寄
り
添
っ
た
身
近
な

相
談
委
員
と
し
て
、行
政
相
談
制
度
の
発
展

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。受
賞
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
で

青
木
村
特
別
イ
ベ
ン
ト
開
催

前
行
政
相
談
委
員  

沓
掛
道
子
氏
に
総
務
大
臣
感
謝
状

（
敬
称
略
）

ふるさと情報　フォトｄｅあおき
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再生紙を使用しています

北
信
濃
へ
の
侵
略・幸
隆
も
参
戦

諏
訪
・
伊
那
・
佐
久
地
方
を
平
定
し
た
晴
信
は
北
信
濃
の
進
出
を
企
て
る
が
、入
り
口
に
あ
た
る
坂
城
の

葛
尾
城
主
の
村
上
義
清
を
攻
略
す
る
事
が
先
決
で
す
。

天
文
十
七
年（
一
五
四
八
）二
月
・
晴
信
は
大
門
峠
よ
り
坂
城
に
向
か
う
。し
か
し
村
上
氏
は
上
田
原
に
て
迎

え
撃
っ
た
。「
妙
法
寺
記
」に
よ
れ
ば
武
田
方
は
倉
升
山
麓
に
陣
を
据
へ
て
板
垣
信
方
を
先
鋒
と
し
、馬
場

信
春
を
左
に
真
田
幸
隆
を
右
の
備
え
に
当
た
ら
せ
て
い
る
。

村
上
方
は
葛
尾
城
を
出
て
千
曲
川
を
渡
り
天
白
山
を
背
に
陣
を
据す
え

た
。合
戦
は
主
に
下
之
条
か
ら
、上
田

原
附
近
で
行
わ
れ
浦
野
川
か
ら
産
川
を
境
と
し
て
、激
戦
が
展
開
さ
れ
た
が
武
田
方
の
板
垣
信
方
は
こ

の
附
近
に
お
い
て
村
上
方
の
先
鋒
を
攻
撃
し
た
と
こ
ろ
が
、優
勢
な
村
上
方
の
大
反
撃
に
合
い
敗
退
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。

こ
の
戦
い
で
信
方
は
討
死
に
し
勢
い
乗
じ
た
村
上
勢
は
武
田
の
本
陣
に
襲
い
か
か
り
、こ
れ
を
破
っ
た
。

こ
の
た
め
晴
信
も
負
傷
し
甘
利
虎
泰
・
才
間
河
内
・
初
鹿
根
伝
右
衛
門
等
の
諸
将
も
戦
死
し
て
し
ま
っ

た
。こ
の
戦
い
は
小
山
田
信の
ぶ
あ
り有
の
働
き
が
な
け
れ
ば
、全
滅
の
憂
き
目
を
み
る
ほ
ど
武
田
方
の
大
敗
北
で

あ
っ
た
。

こ
れ
を
聞
い
た
信
濃
の
諸
将
は
自
信
を
与
え
ら
れ
、村
上
・
小
笠
原
は
攻
勢
に
転
じ
佐
久
内
山
城
に
放

火
・
諏
訪
西
方
衆
の
離
反
と
な
っ
て
表
れ
た
。

前
述
し
た
よ
う
に
、天
文
十
年（
一
五
四
一
）
家
督
相
続
以
来
、武
田
晴
信
に
と
っ
て
の
敵
は
信
濃
の
諏
訪

氏
と
村
上
氏
で
あ
り
、信
濃
侵
攻
計
画
の
面
前
に
立
ち
塞
が
る
最
大
の
敵
で
あ
っ
た
事
に
は
間
違
い
な

か
っ
た
。

真
田
幸
隆
に
し
て
も
海
野
平
の
合
戦
以
来
・
武
田
・
諏
訪
・
村
上
は
敵
で
あ
っ
た
が
、特
に
村
上
は
海
野
合

戦
で
利
を
得
て
海
野
一
族
が
営
々
と
し
て
築
き
あ
げ
た
小
県
郡
の
地
を
奪
取
し
た
怨お
ん
て
き敵
で
も
あ
っ
た
。

幸
隆
は
本
地
回
復
を
夢
み
つ
つ
破は

ち

く竹
の
勢
い
で
信
濃
侵
攻
を
し
て
き
た
武
田
晴
信
の
腹
心
と
し
て
仕
え

た
し
、晴
信
に
し
て
も
信
濃
の
地
理
と
情
勢
に
詳
し
い
配
下
と
し
て
最
も
頼
り
に
し
た
。両
者
の
思
い
は

互
い
に
異
な
る
に
し
て
も
強
い
結
び
つ
き
は
当
然
の
結
果
で
あ
っ
た
。

特
に
幸
隆
は
凡
庸
の
士
で
は
な
く
、「
人
を
使
う
の
で
は
な
く
、能
力
を
使
う
の
だ
」の
考
え
も
晴
信
の
目

に
か
な
っ
た
の
だ
。「
信
濃
に
は
真
田
・
上
野
に
は
小
幡
・
越
後
よ
り
来
る
大
熊
・
こ
れ
三
人
は
牢
人
の
大

身
と
て
信
玄
公
御
取
立
て
な
り
」『
甲
陽
軍
艦
』に
重
用
さ
れ
て
い
る
。

真
田
幸
隆
が
武
田
晴
信
の
配
下
に
な
っ
た
時
期
で
す
が
、天
文
十
三
年（
一
五
四
四
）信
用
雑
誌
・
十
四
年
沼

田
記
・
十
五
年
の
滋
野
世
記
に
も
伝
え
ら
れ
る
が
裏
付
け
と
な
る
確
証
が
見
当
た
ら
な
い
。し
か
し
天
文

十
八
年（
一
五
四
九
）の
段
階
で
晴
信
の
使
者
と
し
て
登
場
し
て
い
る
事
か
ら
見
て
、こ
れ
よ
り
数
年
前
か

ら
晴
信
の
翼
下
に
参
じ
て
佐
久
・
上
田
原
等
の
戦
い
に
加
わ
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
　
　

真
田
幸
隆
が
海
野
平
の
合
戦
で
自
分
の
領
地
を
追
わ
れ
て
、海
野
氏
と
共
に
上
州
に
逃
げ
た
が
海
野
氏

は
再
起
な
ら
ず
。幸
隆
が
武
略
・
政
略
に
優
れ
て
お
り
晴
信
の
下
で
、そ
の
才
能
を
遺
憾
な
く
、発
揮
し
た

の
は
事
実
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
上
田
原
合
戦
で
大
敗
し
た
あ
と
、村
上
義
清
の
出
城
で
あ
る
砥
石
城
の
戦
い
で
あ
る
。

上
田
原
の
敗
戦
か
ら
三
年
後
の
天
文
二
十
年
で
あ
る
が
、こ
れ
も
ま
た
晴
信
の（
砥
石
崩
れ
）大
敗
北
に
終

わ
る
の
だ
が
、い
よ
い
よ
真
田
幸
隆
の
活
躍
の
時
期
到
来
で
あ
っ
た
。

真
田
氏
と
青
木
村

真
田
氏
の
始
ま
り
（
四
）

（
文
責   

沓
掛
貞
人
）

中学校に入学して、学校生活にも少しずつ慣れてきました。青木中の生徒と
しての自覚をしっかりと持って、部活や勉強などそれぞれの目標に向かっ
て充実した中学校生活を過ごしています。

がんばれ
  あおきっ子

青木中学校1年生36名

これからよろしくお願いします！！！
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